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当部会は，いわゆる Engineering Economy を

研究対象としており，千住主査を中心とするメンバ

ーは，いまのところ，つぎのとおりである.
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発足第 1 年度の方針として，まず基本的事項から

とりかかることとし，

① 回収期間法による評価 ① 利回り法による

評価 ③ 不確実性下での決定

の 3 つをトピックスとして取り上げることにした.

それぞれ，主題に即した文献をメンパーのだれかが

紹介し，それを中心として全員で討議するという形

で行なわれた.

①については，理論的立場からの欠点は広く知ら

れているのに，広く企業で用いられている理由が，そ

の簡便性以外にもあるのではなし、かという点が関心

の中心となった.その際の一応のまとめとして，つ

ぎの諸点が考えられる意味づけとしてあげられた.

1. 不確実性への便宜的対処 2. 経営者の関心

の限界 3. 安定(鈍感?)なメジャー 4. 採

否基準としての明快さ 5. 時間的アンバランス

への対処 6. 公平さ(時間的・部門的) 7. 

長期計画・資金計画との関連

こうした諸点を含みにいれ，いくぶんかの補正に

よってこの方法の理論面での弱点を補い，近似法と

しての効果が発僚できるのではなし、かとし、う考え方

もできそうである.②については，複数解の存在と

いう大きな問題点があり，数学上の処理と現実問題

の意味づけとの関連が，興味の中心となる.

討議された特徴として，つぎのような点がある.

1. 最初に相当巨額の支出を要し，それ以降現金

の流入だけが続くという典型的な投資プロジェ
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クト(内部利回りの解は 1 つ)において，支出

以前にわずかの流入を想定しただけで，解が複

数個になってしまうことがある.

2. どちらを採択すべきかに困るような似通った

複数解が出てくるプロジェタトは，正味現価が

ごく小さく o に近いことが多い. 3 時点問題

では 2 次方程式の根と係数の関係から，容易

に立証できる.

3. 多時点問題で解が 1 つの場合には. (a)打消し

投資を考えて 2 時点問題に還元する. (b)再投資

を考えて等比級数をつくる，などの方法で，内

部利回りの意味づけをすることができる.

4. どうしても利回り法でなければ解がだせない，

といったケースは，実際上にも理論上にも，ほ

とんど考えられない.

とくに欧米で広く用いられている投資利益率法に

は，いろいろ問題点がありそうで，最近いくつかの

わが国の企業が，伝統的な回収期間法からこの方法

へと移行しようとしているが，注意が必要であろう.

以上，①，①については，こうした討議の結果を

まとめて小冊子とし，さらに検討を加えて基本的な

テキストブックにまで発展させt.:~ 、と考えており，

原案が，メンパー有志の分担によって作成されつつ

ある.①に関しては，いくつかの論文紹介を行なっ

たが， “不確実性"とし、う言葉だけによって問題を

さがすのは，あまりにも広範聞にすぎるので，もっ

と検討を進め，主題をしぼりたいと考えている.

その他，矢部氏による PPBS の紹介，古川氏によ

る r企業の財務意思決定.lI (ロピチェク原著， 同文

館発行〕の紹介，伏見氏による資本コスト問題の紹

介など，関連分野への情報探索も多彩に行なわれて

し、る.

第 2 年度には，さらにいくつかの諸点についての

突っこんだ研究と，討議の結果をまとめることによ

るマユュアル化，テキストブック化を進めていきた

い.また，理論的取扱いへのチャレンジとして，現

実の企業が悩んでいるナマの問題点を把握し，定式

化していきたいと思っており，“わけのわからない

問題"を提示してくださる方を歓迎する.

(木村幸信)
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